
１ 事業の目的

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団の新たな役割発見プロジェクト
消防団CLL活動 皇學館大学との共同事業

未来を担う存在である学生と共に取り組む活動には、信頼
性と正当性が生まれる。予備知識がほとんどない状態である
ため固定概念に縛られない、柔軟な意見を取り込むことで、
入団促進及び活性化につなげることを目的とする。

２ 事業内容
各種訓練の体験や見学、イベント活動への参加を通じて、

消防団の業務を経験し研究することで、学生視点での新たな
役割を発見、提案するとともに、啓発物品等の製作を行い、
入団促進及び活性化を図る。

※CLL活動とは、大学と地域が連携して「伊勢志摩定住自
立圏」を中心に地域の活性化に向けて共に活動し、学内では
学べないことを体験することで、人や地域がつながる仕組み
づくりを学ぶもの。

４ 目標達成状況
指標 単位 当初目標 実績値 備考

団員数 人数 550人 554人

啓発物品配布数 人数 2,500人 2,500人

啓発物品等製作 種類 2種類 7種類

検討会・打合せ 回数 12回 14回

３ 事業成果
・消防団員数

537人から554人に増加（条例定数559人）
・消防団に対する意識調査（アンケート）

374人が回答
・啓発物品等製作

7種類（スタンドバナー、ポスター等）

５ その他参考情報

自治体名：伊勢市 消防団名：伊勢市消防団事業名
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